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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 
第179期（決算日 2025年２月17日）第181期（決算日 2025年４月17日）第183期（決算日 2025年６月17日）

第180期（決算日 2025年３月17日）第182期（決算日 2025年５月19日）第184期（決算日 2025年７月17日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「世界標準債券ファンド」は、2025年７月17日に第184期の決算を行ないましたので、第179期から第
184期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2010年３月18日から2030年１月17日までです。 

運 用 方 針 

主として、国際経済・国際政治の動向に大きな影響を与えるとみられる国や地域の通貨建てのソブリン債券(国債、

州政府債、政府保証債、国際機関債などをいいます｡)を主要投資対象とする投資信託証券(投資信託または外国投資

信託の受益証券(振替投資信託受益権を含みます｡)および投資法人または外国投資法人の投資証券をいいます｡)の一

部、またはすべてに投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

｢ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」受益証券 

｢マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうこと

をめざします。 

 

＜641251＞ 

世界標準債券ファンド 
＜愛称 ニューサミット＞ 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

155期(2023年２月17日) 3,497 20 4.1 － 98.3 6,147 

156期(2023年３月17日) 3,406 20 △2.0 － 98.4 5,935 

157期(2023年４月17日) 3,542 20 4.6 － 98.3 6,126 

158期(2023年５月17日) 3,663 20 4.0 － 98.3 6,283 

159期(2023年６月19日) 3,812 20 4.6 － 98.4 6,460 

160期(2023年７月18日) 3,768 20 △0.6 － 98.4 6,340 

161期(2023年８月17日) 3,782 20 0.9 － 98.4 6,312 

162期(2023年９月19日) 3,753 20 △0.2 － 98.4 6,223 

163期(2023年10月17日) 3,638 20 △2.5 － 98.4 5,977 

164期(2023年11月17日) 3,778 20 4.4 － 98.5 6,123 

165期(2023年12月18日) 3,689 20 △1.8 － 98.5 5,850 

166期(2024年１月17日) 3,791 20 3.3 － 98.2 5,970 

167期(2024年２月19日) 3,840 20 1.8 － 98.5 5,981 

168期(2024年３月18日) 3,847 20 0.7 － 98.5 5,928 

169期(2024年４月17日) 3,784 20 △1.1 － 98.4 5,795 

170期(2024年５月17日) 3,927 20 4.3 0.1 98.5 5,989 

171期(2024年６月17日) 3,753 20 △3.9 0.1 98.5 5,666 

172期(2024年７月17日) 3,894 20 4.3 0.1 97.8 5,830 

173期(2024年８月19日) 3,662 20 △5.4 0.1 98.3 5,441 

174期(2024年９月17日) 3,515 20 △3.5 0.1 97.7 5,203 

175期(2024年10月17日) 3,594 20 2.8 0.1 97.8 5,269 

176期(2024年11月18日) 3,555 20 △0.5 0.1 98.5 5,178 

177期(2024年12月17日) 3,538 20 0.1 0.1 98.5 5,077 

178期(2025年１月17日) 3,430 20 △2.5 0.1 98.5 4,889 

179期(2025年２月17日) 3,476 20 1.9 0.1 98.4 4,911 

180期(2025年３月17日) 3,420 20 △1.0 0.1 98.5 4,790 

181期(2025年４月17日) 3,247 20 △4.5 0.1 98.5 4,522 

182期(2025年５月19日) 3,386 20 4.9 0.1 98.4 4,687 

183期(2025年６月17日) 3,441 20 2.2 0.1 98.5 4,727 

184期(2025年７月17日) 3,539 20 3.4 0.1 98.4 4,838 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第179期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2025年１月17日 3,430 － 0.1 98.5 

１月末 3,477 1.4 0.1 98.6 

(期  末)     

2025年２月17日 3,496 1.9 0.1 98.4 

第180期 

(期  首)     

2025年２月17日 3,476 － 0.1 98.4 

２月末 3,413 △1.8 0.1 98.4 

(期  末)     

2025年３月17日 3,440 △1.0 0.1 98.5 

第181期 

(期  首)     

2025年３月17日 3,420 － 0.1 98.5 

３月末 3,401 △0.6 0.1 98.7 

(期  末)     

2025年４月17日 3,267 △4.5 0.1 98.5 

第182期 

(期  首)     

2025年４月17日 3,247 － 0.1 98.5 

４月末 3,305 1.8 0.1 98.7 

(期  末)     

2025年５月19日 3,406 4.9 0.1 98.4 

第183期 

(期  首)     

2025年５月19日 3,386 － 0.1 98.4 

５月末 3,397 0.3 0.1 98.6 

(期  末)     

2025年６月17日 3,461 2.2 0.1 98.5 

第184期 

(期  首)     

2025年６月17日 3,441 － 0.1 98.5 

６月末 3,484 1.2 0.1 98.6 

(期  末)     

2025年７月17日 3,559 3.4 0.1 98.4 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

○運用経過 (2025年１月18日～2025年７月17日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年１月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 
（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、国際経済・国際政治の動向に大きな影響を与えるとみられる国や地域の通貨建て

のソブリン債券を主要投資対象とする投資信託証券に投資を行ない、安定した収益の確保と信託財産の成長

をめざして運用を行なっております。当作成期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・利回りの高い現地通貨建て債券への投資によるインカム収入を得たこと。 

・メキシコやインドネシアなどの債券利回りが低下（債券価格は上昇）したこと。 

・メキシコペソが対円で上昇したこと。 

 

＜値下がり要因＞ 

・債券市場のボラティリティ（変動性）が時折高まり、スプレッド（利回り格差）が拡大したこと。 

・インドネシアルピアが対円で下落したこと。   

作成期間中の基準価額等の推移 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

 

（海外債券市況） 

2025年前半の市場は、政治的・地政学的リスクの再燃により翻弄されました。米国の政策の優先順位が変化

し、世界中で貿易を巡る懸念が一段と高まるなかでも、米国経済が予想外に底堅さを見せたことなどを背景

に、ボラティリティは大きく変動しました。 

2024年後半、トランプ氏が米国大統領選挙で勝利したことを受けて、市場の雰囲気は一変しました。市場は

当初、規制緩和や経済成長促進に向けた税制改革への期待を織り込み、この結果を歓迎していました。しかし、

トランプ米国政権はすぐに貿易に関する懸念を再燃させ、米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は将来の金融政

策についてタカ派（景気に対して強気）的な姿勢を強めたことで、投資家心理は急速に悪化しました。欧州で

は、政治的な不安や依然として引き締め的な金融環境に苦しみました。 

2025年１月以降、トランプ米国政権はカナダとメキシコからの輸入品に対する25％の追加関税を皮切りに、

保護主義的な関税政策を導入しました。こうした状況にも関わらず、米国の堅調な経済指標や市場の楽観的な

姿勢により、米国の株価指数は２月中旬にかけて上昇しました。３月には中国からの輸入品に対する追加関税

が20％に引き上げられたほか、鉄鋼製品とアルミニウムに対する25％の関税が導入されました。トランプ米国

大統領が「解放の日」と位置付ける４月２日には、米国へのすべての輸入品に一律10％の関税を課すとしたう

えで、一部の国や地域については個別の上乗せ関税を賦課するといった、いわゆる「相互関税」の導入を発表

しました。関税率は、欧州連合（ＥＵ）で20％、一部のアジアの国や地域では50％に近い水準となりました。

特に、米中間の貿易摩擦は激化し、米国は中国からの輸入品に対して賦課する関税を最終的に145％に引き上

げ、中国も米国からの輸入品に課す追加関税を125％に引き上げるなどの報復措置を発動しました。しかし、

トランプ米国大統領は、報復措置をとらない国や地域に対して相互関税の適用を90日間停止すると発表しま

した。 

５月は、世界的な経済指標の改善や関税の一時停止などにより、リスク選好姿勢が回復しました。しかし、

債券市場には引き続き圧力がかかりました。大手格付け会社による米国の信用格付けの引き下げや新たな大

型減税法案をめぐる議論など、米国の財政懸念が強まるなか、米国国債のイールドカーブ（利回り曲線）はス

ティープ化しました。債券利回りの上昇（債券価格は下落）は米国だけにとどまらず、日本の長期債利回りは

数十年ぶりの高水準となり、ドイツの超長期債利回りも比較的高い水準へと上昇しました。５月下旬には、ト

ランプ米国大統領がＥＵからの輸入品に50％の関税を課すことを発表しましたが、発動時期が６月から７月

に延期されたため、ボラティリティは落ち着いた一方、市場は不安定な状態が続きました。米国国際貿易裁判

所は、相互関税やフェンタニルなどの薬物流入を理由とした追加関税について、「大統領の権限を越えている」

として差し止めを命じましたが、トランプ米国政権は判決を不服として控訴し、米国連邦巡回区控訴裁判所が

米国国際貿易裁判所の差し止め命令を一時停止したことで、当該関税措置は継続されたため、市場心理への影

響は限定的でした。 

６月には、イスラエルによるイランの核関連施設などへの一連の空爆や、カタールの米軍基地へのミサイル

攻撃を含むイランの報復措置などにより、中東地域の地政学的緊張が高まりました。原油価格は一時急上昇し

ましたが、停戦合意を受けて落ち着きました。このような地政学的緊張や貿易面での逆風にもかかわらず、世

界の経済指標は底堅さを見せました。米国では、６月の総合購買担当者景気指数（ＰＭＩ）が、引き続き景気

拡大・縮小の分かれ目となる50を上回って推移しました。６月のユーロ圏の総合ＰＭＩも、景気拡大・縮小の

分かれ目となる50を上回りました。ドイツでは景況感に改善が見られ、ドイツのＩＦＯ経済研究所が６月に発

表した企業景況感指数は約１年ぶりの高水準となりました。 

  

投資環境 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの0.23％近辺から、2025年１月の日銀金融政策決定会合において追

加利上げが決定されたことなどを受けて、0.48％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの0.35％近辺から、日銀による利上げなどを受けて、

0.37％近辺で期間末を迎えました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 

 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」受益証

券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 

（ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ） 

期間中、当ファンドでは、主要中央銀行が金融引き締めサイクルを終了したとの見通しに基づき、高水準の

金利エクスポージャーを維持しました。今後については、世界経済の成長が緩やかになり、政策金利の引き下

げへの道が開かれる可能性があると予想していますが、その時期はインフレ動向などに応じて地域によって

異なるとみています。 

期間中、インドネシアルピアの投資比率を引き下げました。2024年のメキシコの総選挙後、メキシコの中央

銀行は緩やかな金融緩和を続けました。堅調な金融政策が債券市場への資金流入を呼び込み、国内資産の安定

化に貢献しました。インドネシアでは、国内の政策動向と新政権が導入した拡張的な財政政策に影響され、イ

ンドネシアルピアは下落しました。2024年後半に新政権が発足して以来、学校給食の無償化や新たな政府系

ファンドの設立など、政府支出の増加やそれに伴なった財政赤字に対する懸念を強めました。インドネシアの

中央銀行は、為替市場を安定させるために為替介入を実施した結果、インドネシアルピアのパフォーマンスは

改善しました。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の購入や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元本の安

全性を重視した運用を行ないました。 

当ファンドのポートフォリオ 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設
定しておりません。 

 

 

分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ
た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第179期 第180期 第181期 第182期 第183期 第184期 

2025年１月18日～ 
2025年２月17日 

2025年２月18日～ 
2025年３月17日 

2025年３月18日～ 
2025年４月17日 

2025年４月18日～ 
2025年５月19日 

2025年５月20日～ 
2025年６月17日 

2025年６月18日～ 
2025年７月17日 

当期分配金 20  20  20  20  20  20  

(対基準価額比率) 0.572％ 0.581％ 0.612％ 0.587％ 0.578％ 0.562％ 

 当期の収益 20  20  20  20  20  20  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 492  497  501  509  515  523   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、「ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ」受益証券を原則として高位に組み入
れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 
（ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ） 

オーストラリアでは、オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）が2025年７月に市場予想に反して、政策金利を
3.85％に据え置きました。インフレ率は減速傾向にあり、コア消費者物価指数（ＣＰＩ）の指標であるＣＰＩ
トリム平均値は中央銀行の目標範囲内となりましたが、月次ＣＰＩが変動しやすい環境であることに言及し、
2025年第２四半期のＣＰＩの発表まで金融政策の調整を先送りすることを示唆しました。ＲＢＡ総裁は、今回
の決定は方向性ではなく時期の判断を反映したものであることを明らかにし、ＲＢＡのハト派（景気に対して
弱気）的な姿勢を再確認しました。これらを受けて、オーストラリアドルは上昇し、ＲＢＡが現実的かつデー
タ次第の姿勢を維持していることから、市場では８月に利下げが行なわれると予想しています。 

インドネシアでは、インドネシアの中央銀行が2025年７月に、政策金利を0.25％引き下げて5.25％としまし
た。今回の決定は、内需の低迷や世界貿易の鈍化を受けて、経済成長を下支えすることを目的としています。
2025年６月の総合ＣＰＩの上昇率は前年同月比1.87％となり、中央銀行の目標範囲内であったため、同中央銀
行は物価上昇圧力を助長することなく利下げを実施する余地がありました。米国とインドネシアの間で貿易
協定が締結され、米国がインドネシアからの輸入品に対する関税率を引き下げたことなども追い風となりま

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 



品 名：90002_641251_184_03_世界標準債券ファンド_1069889.docx 

日 時：2025/8/26 11:07:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

した。また、同中央銀行は、預金ファシリティ金利と貸出ファシリティ金利の引き下げも実施しました。同中
央銀行総裁は、さらなる金融緩和に引き続き前向きであることを示唆し、市場では、安定したインフレ率や自
国通貨ルピアの堅調さに加え、同中央銀行が2025年の国内総生産（ＧＤＰ）成長率予想である4.6～5.4％を維
持していることから、2025年後半に追加利下げが実施されることが予想されています。 
メキシコでは、メキシコの中央銀行が2025年６月に政策金利を0.50％引き下げて8.00％としました。同中央

銀行の副総裁がこの決定に反対し、インフレ率が明確な下降基調を示すまで利下げを一時停止することが適
切であると示唆しました。６月の総合ＣＰＩの上昇率は前年同月比4.32％となり、６月前半から減速しました
が、コアＣＰＩの上昇率は同4.24％と、比較的高い水準が続いています。これらを受けて、同中央銀行はフォ
ワードガイダンスを調整し、同程度の追加利下げを示唆する文言を削除し、今後の金融緩和はデータ次第であ
ることを示しました。市場では、同中央銀行は利下げを継続するものの、そのペースは緩やかになると予想し
ています。しかし、同中央銀行は引き続きデータを注視する姿勢をとっており、基調的な物価上昇圧力の継続
や外部の貿易政策によっては、同中央銀行が慎重な姿勢を維持する可能性があります。同中央銀行は、大幅な
追加利下げを実施する前に、明確なインフレ率鈍化の兆候を待つ可能性があるとの見方が強まっています。 
新興国市場では、世界的な貿易摩擦や経済成長指標の軟化、地政学的な不確実性の高まりに直面しながらも

底堅さを示しました。新興国通貨は、最近のアメリカドル安の継続や投資家のリスク選好姿勢の改善などを背
景に下支えされました。現地通貨建て債券は、債券利回りの低下や外国人投資家の関心の回復などにより、好
調に推移しました。アジアの新興国市場では、金融政策は引き続き緩和的なものとなっていますが、一部の中
央銀行は、データ次第との姿勢を強め、利下げを一時停止することを選択しています。インドでは、2025年６
月に中央銀行が市場予想を上回る0.50％の大幅な利下げを実施しました。中南米地域では、金融政策の方向性
の違いが続いています。メキシコでは、インフレ率の鈍化傾向を受けて、６月に中央銀行が政策金利を0.50％
引き下げて8.00％にすることを決定しました。チリでは、政策金利を5.00％に据え置きました。欧州・中東・
アフリカ（ＥＭＥＡ）地域では、南アフリカの中央銀行が2025年５月下旬に政策金利を0.25％引き下げて7.25％
とし、金融緩和サイクルを再開した一方、ハンガリーやルーマニアの中央銀行は継続的な財政とインフレへの
懸念を理由に、政策金利の据え置きを決定しています。ポーランドの中央銀行は、インフレ率が正常化に向か
う傾向や国内経済の減速の兆しが見られたため、2025年７月に政策金利を0.25％引き下げて5.00％とし、市場
を驚かせました。中東地域の地政学的緊張や世界経済の成長の低迷など外的リスクの高まりにもかかわらず、
新興国資産は底堅さを維持しています。しかし、貿易面や地政学的な不安定さ、ＦＲＢの政策の道筋を巡る不
確実性などを背景に、新興国市場の見通しは依然として不透明です。このような状況下でも、新興国資産は高
い利回りを享受できる環境や前向きな資金フローの恩恵を受けるとみています。 
当ファンドでは、インフレ率に対して金利が高く実質的なインカムの創出が高水準である市場、通貨のバ

リュエーション（価値評価）が魅力的な水準にあり長期的に上昇が見込まれる市場、構造改革に下支えされた
長期的な成長ポテンシャルがある市場、制度的な信頼が強固である市場に着目し、引き続き積極的に新規投資
機会を追求していく方針です。 
将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 
 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主要投資対象は原則として、わが国
の国債および格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コールローンや金銭
信託などに投資することもあります。 
将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 
 
今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。   
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○１万口当たりの費用明細 (2025年１月18日～2025年７月17日) 

項 目 
第179期～第184期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 19  0.567  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 7)  (0.196)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (12)  (0.355)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.018   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） ( 1)  (0.016)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 20   0.585    

作成期間の平均基準価額は、3,412円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.73％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年１月18日～2025年７月17日) 

 

 

銘 柄 
第179期～第184期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ 459,786 165,857 911,408 329,150  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第179期～第184期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・アカウント・マザーファンド 292 293 618 619 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2025年１月18日～2025年７月17日) 

 

＜世界標準債券ファンド＞ 

区       分 

第179期～第184期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 165 165 100.0 329 329 100.0 

 
 
 

＜マネー・アカウント・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友信託銀行株式会社です。 

 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年１月18日～2025年７月17日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年１月18日～2025年７月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年７月17日現在) 

 

銘 柄 
第178期末 第184期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファンド クラスＡ 13,233,778 12,782,156 4,762,631 98.4 

合 計 13,233,778 12,782,156 4,762,631 98.4 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第178期末 第184期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・アカウント・マザーファンド 5,024 4,698 4,720 
 
（注） 親投資信託の2025年７月17日現在の受益権総口数は、422,026千口です。 

 

 

  

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2025年７月17日現在) 

項 目 
第184期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 4,762,631 96.9 

マネー・アカウント・マザーファンド 4,720 0.1 

コール・ローン等、その他 148,504 3.0 

投資信託財産総額 4,915,855 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第179期末 第180期末 第181期末 第182期末 第183期末 第184期末 

2025年２月17日現在 2025年３月17日現在 2025年４月17日現在 2025年５月19日現在 2025年６月17日現在 2025年７月17日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 4,986,517,372   4,862,679,092   4,598,336,518   4,722,607,713   4,799,126,633   4,915,855,425   

 コール・ローン等 111,724,627   139,416,371   139,823,908   107,799,668   139,280,517   148,501,615   

 投資信託受益証券(評価額) 4,832,937,716   4,718,477,713   4,453,804,671   4,610,290,379   4,655,326,677   4,762,631,496   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 4,834,260   4,714,570   4,514,430   4,516,229   4,517,579   4,720,335   

 未収入金 37,019,279   68,580   191,643   －   －   －   

 未収利息 1,490   1,858   1,866   1,437   1,860   1,979   

(B) 負債 74,893,531   72,162,686   75,990,908   35,131,859   71,297,452   77,182,512   

 未払金 32,290,435   28,498,117   38,331,043   －   33,642,860   33,095,511   

 未払収益分配金 28,262,802   28,015,004   27,851,290   27,690,325   27,479,774   27,344,693   

 未払解約金 9,414,518   11,172,861   4,853,003   2,266,707   5,261,807   11,470,762   

 未払信託報酬 4,775,756   4,212,718   4,564,408   4,654,983   4,276,723   4,510,033   

 その他未払費用 150,020   263,986   391,164   519,844   636,288   761,513   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,911,623,841   4,790,516,406   4,522,345,610   4,687,475,854   4,727,829,181   4,838,672,913   

 元本 14,131,401,016   14,007,502,381   13,925,645,062   13,845,162,607   13,739,887,397   13,672,346,680   

 次期繰越損益金 △ 9,219,777,175   △ 9,216,985,975   △ 9,403,299,452   △ 9,157,686,753   △ 9,012,058,216   △ 8,833,673,767   

(D) 受益権総口数 14,131,401,016口 14,007,502,381口 13,925,645,062口 13,845,162,607口 13,739,887,397口 13,672,346,680口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 3,476円 3,420円 3,247円 3,386円 3,441円 3,539円 
 

（注） 当ファンドの第179期首元本額は14,257,240,289円、第179～184期中追加設定元本額は126,855,557円、第179～184期中一部解約元本額

は711,749,166円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第179期0.3476円、第180期0.3420円、第181期0.3247円、第182期0.3386円、第183期0.3441円、第184期0.3539

円です。 

（注） 2025年７月17日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は8,833,673,767円です。 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

○損益の状況 

項 目 
第179期 第180期 第181期 第182期 第183期 第184期 

2025年１月18日～ 
2025年２月17日 

2025年２月18日～ 
2025年３月17日 

2025年３月18日～ 
2025年４月17日 

2025年４月18日～ 
2025年５月19日 

2025年５月20日～ 
2025年６月17日 

2025年６月18日～ 
2025年７月17日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 39,377,629   39,167,773   38,936,132   38,736,463   38,573,195   38,345,925   

 受取配当金 39,350,301   39,138,928   38,906,336   38,702,581   38,544,471   38,316,217   

 受取利息 27,328   28,845   29,796   33,882   28,724   29,708   

(B) 有価証券売買損益 58,762,551   △   84,811,336   △  246,506,729   184,895,877   69,285,340   127,695,055   

 売買益 59,411,436   917,754   751,808   185,847,042   69,760,525   128,222,695   

 売買損 △      648,885   △   85,729,090   △  247,258,537   △      951,165   △      475,185   △      527,640   

(C) 信託報酬等 △    4,925,776   △    4,345,045   △    4,707,780   △    4,801,207   △    4,411,062   △    4,651,697   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 93,214,404   △   49,988,608   △  212,278,377   218,831,133   103,447,473   161,389,283   

(E) 前期繰越損益金 △4,444,602,711   △4,334,762,364   △4,380,543,572   △4,584,748,306   △4,354,005,784   △4,250,878,442   

(F) 追加信託差損益金 △4,840,126,066   △4,804,219,999   △4,782,626,213   △4,764,079,255   △4,734,020,131   △4,716,839,915   

 (配当等相当額) (    380,376,764)  (    377,509,439)  (    375,772,781)  (    374,264,308)  (    371,892,170)  (    370,552,158)  

 (売買損益相当額) (△5,220,502,830)  (△5,181,729,438)  (△5,158,398,994)  (△5,138,343,563)  (△5,105,912,301)  (△5,087,392,073)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △9,191,514,373   △9,188,970,971   △9,375,448,162   △9,129,996,428   △8,984,578,442   △8,806,329,074   

(H) 収益分配金 △   28,262,802   △   28,015,004   △   27,851,290   △   27,690,325   △   27,479,774   △   27,344,693   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △9,219,777,175   △9,216,985,975   △9,403,299,452   △9,157,686,753   △9,012,058,216   △8,833,673,767   

 追加信託差損益金 △4,840,126,066   △4,804,219,999   △4,782,626,213   △4,764,079,255   △4,734,020,131   △4,716,839,915   

 (配当等相当額) (    380,376,764)  (    377,509,439)  (    375,772,781)  (    374,264,308)  (    371,892,170)  (    370,552,158)  

 (売買損益相当額) (△5,220,502,830)  (△5,181,729,438)  (△5,158,398,994)  (△5,138,343,563)  (△5,105,912,301)  (△5,087,392,073)  

 分配準備積立金 315,228,717   318,806,222   322,856,068   330,561,220   337,098,408   344,886,184   

 繰越損益金 △4,694,879,826   △4,731,572,198   △4,943,529,307   △4,724,168,718   △4,615,136,493   △4,461,720,036   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2025年１月18日～2025年７月17日）は以下の通りです。 

項 目 
2025年１月18日～ 
2025年２月17日 

2025年２月18日～ 
2025年３月17日 

2025年３月18日～ 
2025年４月17日 

2025年４月18日～ 
2025年５月19日 

2025年５月20日～ 
2025年６月17日 

2025年６月18日～ 
2025年７月17日 

a. 配当等収益(経費控除後) 37,402,076円 34,823,413円 34,229,087円 37,905,626円 36,996,471円 37,272,580円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 380,376,764円 377,509,439円 375,772,781円 374,264,308円 371,892,170円 370,552,158円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 306,089,443円 311,997,813円 316,478,271円 320,345,919円 327,581,711円 334,958,297円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 723,868,283円 724,330,665円 726,480,139円 732,515,853円 736,470,352円 742,783,035円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 512円 517円 521円 529円 535円 543円 

g. 分配金 28,262,802円 28,015,004円 27,851,290円 27,690,325円 27,479,774円 27,344,693円 

h. 分配金(１万口当たり) 20円 20円 20円 20円 20円 20円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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世界標準債券ファンド＜愛称 ニューサミット＞ 

○分配金のお知らせ  

 第179期 第180期 第181期 第182期 第183期 第184期 

１万口当たり分配金（税込み） 20円 20円 20円 20円 20円 20円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2025年１月18日から2025年７月17日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、運用報告書（全体版）は電磁的方法により提供する旨を定めている規定につき、投

資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に即した記載に変更するべく、2025年４月１日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（第48条の２） 

 

 

●当ファンドの投資対象であるルクセンブルグ籍外国投資信託「ワールド・コア・ソブリン・ボンド・ファン

ド クラスＡ」（以下、投資対象ファンドといいます。）につき、管理会社である「日興ＡＭルクセンブルグ・

エス・エイ」が、2025年７月１日付で事業譲渡され、Apex Group傘下の「ファンドロック・マネジメント・

カンパニー・エス・エイ」に変更となりました。同社は、ルクセンブルグにおける大手のファンド管理会社

です。なお、投資対象ファンドの運用に関して、運用方針や運用体制に実質的な影響はございません。また、

信託報酬の総額は変更ございません。 

 

●日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

※本書が、受益者の皆さまのお手元に届く際には、社名変更が行われている場合がありますので、ご留意くだ

さい。 

 

 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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Transferable securities admitted to an official exchange listing

Bonds and other debt instruments
Australia

3,505,000.00 AUSTRALIAN GOVT. 1.75% 20-21/06/2051 AUD 177,174,884 3.6
2,300,000.00 AUSTRALIAN GOVT. 1% 20-21/11/2031 AUD 176,930,385 3.6
5,570,000.00 NEW S WALES TREA 4.25% 23-20/02/2036 AUD 483,952,763 9.8
2,000,000.00 QUEENSLAND TREAS 4.5% 23-09/03/2033 AUD 184,253,424 3.7
4,300,000.00 TREAS CORP VICT 2% 21-17/09/2035 AUD 299,993,743 6.0

1,322,305,199 26.7
Indonesia

40,000,000,000.00 INDONESIA GOVT 7.375% 17-15/05/2048 IDR 374,552,503 7.6
67,500,000,000.00 INDONESIA GOVT 7.5% 17-15/05/2038 IDR 635,419,355 12.8
37,500,000,000.00 INDONESIA GOVT 8.25% 15-15/05/2036 IDR 373,747,220 7.5

1,383,719,078 27.9
Mexico

50,700,000.00 MEXICAN BONOS 10%06-20/11/2036 MXN 385,519,964 7.8
123,000,000.00 MEXICAN BONOS 7.75% 11-29/05/2031 MXN 835,012,155 16.9

43,500,000.00 MEXICAN BONOS 8.5% 09-18/11/2038 MXN 290,050,167 5.8
23,100,000.00 MEXICAN BONOS 8.5% 09-31/05/2029 MXN 165,094,068 3.3

1,675,676,354 33.8
United Kingdom

25,200,000,000.00 EURO BK RECON&DV 4.25% 21-07/02/2028 IDR 215,030,475 4.3
215,030,475 4.3

United States of America
400,000.00 INT BK RECON&DEV 0% 11-16/11/2026 AUD 34,943,063 0.7

11,300,000.00 INT BK RECON&DEV 0% 18-25/05/2033 MXN 39,198,159 0.8
2,000,000.00 INT BK RECON&DEV 4.2% 23-21/04/2033 AUD 180,921,149 3.6

255,062,371 5.1
4,851,793,477 97.8

Total securities portfolio 4,851,793,477 97.8

Summary of net assets
Securities Portfolio as at February 28, 2025 (continued)
Summary of net assets

% NAV
Total securities portfolio 4,851,793,477 97.8
Cash at bank 60,382,429 1.2
Other assets and liabilities 47,824,749 1.0
Total net assets 4,960,000,655 100.0

The accompanying notes are an integral part of these financial statements.
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Sector allocation % of portfolio % of net assets

Government 90.3 88.4
Supranational organisation 9.7 9.4

100.0 97.8

Country allocation % of portfolio % of net assets

Mexico 34.5 33.8
Indonesia 28.5 27.9
Australia 27.3 26.7
United States of America 5.3 5.1
United Kingdom 4.4 4.3

100.0 97.8
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